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パフォーミング・アーツ学科

カリキュラム・ポリシー

　パフォーミング・アーツ学科では、演劇・舞踊・音楽の上演芸術の学びを通じて、人間関係

力（コミュニケーション）、異種混合結合力（コーディネーション）、創作構想発信力（プロデュー

ス）などの豊かな資質と能力を備えた、アートで社会をつなぐプロフェッショナルを養成しま

す。この目的を達成するため、カリキュラムを次の4つの方針にしたがって編成しています。

①　 上演芸術全般（演劇・舞踊、音楽、舞台技術、企画運営）の基礎教育を重視し、各分野の
基礎科目を必修とする

②　豊かな芸術的感性と公共性、倫理性を育成する
③　 諸団体や地域との連携を強化し、社会の求める上演芸術に積極的に関与できる力を育成す
る

④　英語の「読む、書く、聞く、話す」の4技能の発展を重視する

　なお分野ごとの標準的な学修内容は後述する「履修モデル」によって示されています

（132-133ページ参照）。

卒業要件

　パフォーミング・アーツ学科では、以下の７つの条件を卒業要件として定めています。

①　修業年限を満たすこと
②　全科目の修得単位の合計が124単位以上あること
③　累積GPAが2.00以上であること
④　学科専門科目群について、次の必修科目および必修選択科目を修得していること
　■導入科目群より：
　　〈必修科目〉
　　「パフォーミング・アーツ概論」、「身体表現Ⅰ」、「音楽表現Ⅰ」、「舞台技術・企画構想Ⅰ」、
　　「パフォーマンスⅠ」、「パフォーマンスⅡ」
　　〈必修選択科目〉
　　「身体表現Ⅱ」、「音楽表現Ⅱ」、「舞台技術・企画構想Ⅱ」の3科目より2科目
　■発展科目群より：
　　〈必修科目〉
　　「パフォーマンスⅢ」、「パフォーマンスⅣ」
　　〈必修選択科目〉
　　 「身体表現Ⅲ」、「音楽表現Ⅲ」、「舞台技術・企画構想Ⅲ」の3科目より2科目(8単位)、お
よび「身体表現上級Ⅰ」、「音楽表現上級Ⅰ」、「舞台技術上級Ⅰ」、「企画構想上級Ⅰ」の4
科目より1科目（4単位）。

　■専攻科目群より： 
　　〈必修選択科目〉
　　 「身体表現上級Ⅱ」、「音楽表現上級Ⅱ」、「舞台技術上級Ⅱ」、「企画構想上級Ⅱ」の4科目
より1科目（4単位）。

⑤　 学科専門科目群の導入／発展／専攻科目群から、上記④で示した科目の単位を含む次の単
位数を修得していること

　■導入科目群：20単位以上　　■発展科目群：20単位以上　　■専攻科目群：8単位以上
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⑥　 ユニバーシティ・スタンダード科目より、次の必修科目および必修選択科目を修得してい
ること

　　〈必修科目〉
　■玉川教育・FYE科目群：
　　 「一年次セミナー 101」、「一年次セミナー 102」、「玉川の教育」、「健康教育」、「音楽Ｉ」、
「音楽II」

　　〈必修選択科目〉
　■人文科学科目群：
　　「音楽史」または「演劇史」のいずれか１科目（２単位）
　　「音楽理論」または「演劇理論」のいずれか１科目（２単位）
　■言語表現科目群：
　　 「ELF101」、「ELF102」、「ELF201」、「ELF202」、「ELF301」、「ELF302」、「ELF401」、
「ELF402」より2科目（8単位）

⑦　 ユニバーシティ・スタンダード科目の各科目群より、上記⑥で示した必修および必修選択
科目の単位を含む、次に指定する単位数を修得していること

　■人文科学科目群：2単位以上  ■社会科学科目群：2単位以上
　■自然科学科目群：2単位以上  ■学際科目群　　：4単位以上
　■言語表現科目群：8単位以上
　 以上計18単位以上。なお卒業要件として定められた修得単位数の合計124単位に含まれる
のは、32単位までです。

履修上の留意事項

　学科専門科目で、科目名にローマ数字の記載のあるもの、またそのほかに教育課程表中に指

定のある科目を履修するためには、必ず事前ガイダンスに出席しなければなりません。

取得可能な資格

　パフォーミング・アーツ学科では所定の科目の単位を修得し、また所定の条件を満たすこと

で、次の資格を取得することができます。

■学芸員

　本履修ガイドp.184 ～ 185の「学芸員」を参照してください。

■そのほかの資格および修了証

　本履修ガイドp.175の「取得できる各種資格・修了証一覧」を参照してください。

＊ 複数の免許・資格・修了証の同時取得については、４年間の在学で可能なものとそうでない

ものがあります。詳細は随時行われるガイダンスの内容を参照してください。
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パフォーミング・アーツ学科　履修モデル  ──────────────────

専
攻
科
目

（
８
単
位
）

4年次 秋 身体表現上級Ⅳ　④ 音楽表現上級Ⅳ　④ 選択 パフォーマンスⅧ　② 選択

卒業創作・公演・演奏・論文　② ～認定可～

4年次 春 身体表現上級Ⅲ　④ 音楽表現上級Ⅲ　④ 選択 パフォーマンスⅦ　② 選択

～認定可～

3年次 秋 身体表現上級Ⅱ　④ 音楽表現上級Ⅱ　④ 1科目必修 パフォーマンスⅥ　② 選択

発
展
科
目

（
20
単
位
）

～認定可～ ～認定可～ ～認定可～

3年次 春 身体表現上級Ⅰ　④ 音楽表現上級Ⅰ　④ 1科目必修 パフォーマンスⅤ　② 選択

～認定可～ ～認定可～ ～認定可～

2年次 秋
身体表現Ⅲ　④ 音楽表現Ⅲ　④

2科目必修 パフォーマンスⅣ　② 必修
音楽表現Ⅲ　④ 舞台技術・企画構想Ⅲ　④

導
入
科
目

（
20
単
位
）

～認定可～ ～認定可～

2年次 春
身体表現Ⅱ　④ 音楽表現Ⅱ　④

2科目必修 パフォーマンスⅢ　② 必修
舞台技術・企画構想Ⅱ　④ 身体表現Ⅱ　④

1年次 秋
舞台技術・企画構想Ⅰ　② 身体表現Ⅰ　②

全科目必修

パフォーマンスⅡ　② 必修
音楽表現Ⅰ　② 舞台技術・企画構想Ⅰ　②

1年次 春
身体表現Ⅰ　② 音楽表現Ⅰ　②

パフォーマンスⅠ　② 必修
PA概論　② PA概論　②

※科目名のあとの丸数字は単位数

舞
台
実
演
家
（
俳
優
・
舞
踊
家
）

お
よ
び
指
導
者

を
目
指
す
人
の
モ
デ
ル

音
楽
家
（
作
曲
・
声
楽
・
器
楽
）

お
よ
び
指
導
者

を
目
指
す
人
の
モ
デ
ル
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──────────────────────────────────────

専
攻
科
目

（
８
単
位
）

4年次 秋 舞台技術上級Ⅳ　④ 企画構想上級Ⅳ　④ 選択 パフォーマンスⅧ　② 選択

卒業創作・公演・演奏・論文　② ～認定あり～

4年次 春 舞台技術上級Ⅲ　④ 企画構想上級Ⅲ　④ 選択 パフォーマンスⅦ　② 選択

～認定可～

3年次 秋 舞台技術上級Ⅱ　④ 企画構想上級Ⅱ　④ 1科目必修 パフォーマンスⅥ　② 選択

発
展
科
目

（
20
単
位
）

～認定可～ ～認定可～ ～認定可～

3年次 春 舞台技術上級Ⅰ　④ 企画構想上級Ⅰ　④ 1科目必修 パフォーマンスⅤ　② 選択

～認定可～ ～認定可～ ～認定可～

2年次 秋
舞台技術・企画構想Ⅲ　④

2科目必修 パフォーマンスⅣ　② 必修
身体表現Ⅲ　④

導
入
科
目

（
20
単
位
）

～認定可～

2年次 春
舞台技術・企画構想Ⅱ　④

2科目必修 パフォーマンスⅢ　② 必修
身体表現Ⅱ　④

1年次 秋
音楽表現Ⅰ　②

全科目必修

パフォーマンスⅡ　② 必修
身体表現Ⅰ　②

1年次 春
舞台技術・企画構想Ⅰ　②

パフォーマンスⅠ　② 必修
PA概論　②

舞
台
芸
術
家
（
脚
本
・
構
成
・
演
出
家
）

舞
台
美
術
家
（
装
置
・
照
明
・
衣
裳
等
）

舞
台
技
術
家
（
舞
台
監
督
）

を
目
指
す
人
の
モ
デ
ル

企
画
構
想
系（
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作
・
広
報
・
宣
伝
）

業
界
、
マ
ス
コ
ミ
等

を
目
指
す
人
の
モ
デ
ル


